
••‘ –ì‘åŠwŠw•p‹@ŠÖƒŠƒ|ƒWƒgƒŠ•@Musashino University Academic Institutional Repositry

ƒ~ƒƒƒ“ƒ}•[‚É‚¨‚¯‚é–Ø‘¢Œš’z‚Ì’Œ‚É‚Â‚¢‚Ä

’˜ŽÒ •²“¡ Œj
ŽGŽ•–¼ ••‘ –ì‘åŠwŠÂ‹«Œ¤‹†•Š‹I—v
•† 7
ƒy•[ƒW 147-161
”­•s”N 2018-03-01
URL http://id.nii.ac.jp/1419/00000737/



* 工学部非常勤講師（建築デザイン学科）　
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武蔵野大学環境研究所紀要 No.7 (2018) 

穴を伴っていた（図 1)。これらの柱は、黄色泥上層の上

に何も介さず垂直に立てられた後、周囲を土で締め固め

ることで固定されたと考えられており、根入れの深さは

50cm程とされる。煉瓦墜は高さ約 1.2mまでが残存した

のみで、それより上の構造は不明だが、高さ約 lmの墜

面に横穴が穿たれており、中から炭化した木材が発見さ

れたことから、当時は柱と壁を繋ぐ横木が存在したと推

察されている。これらの痕跡と類例をもとに、柱上に梁

をわたして真束を立て、これに棟木を載せて垂木を引っ

掛けた切妻屋根が復原されており（図 2)、煉瓦競はいわ

ば補強競で、実質的には木造建築であったと記されてい

る。梁を 10m近くもとばした、大規模な施設であるが、

この復原図は構造的観点から再検証する必要があるよう

に思われる。なお、この木造建築は後に焼失し、室内に

は柱穴を塞ぐように煉瓦が敷かれた上に、南寄りに約8m

四方の煉瓦製台座が設けられたことも、発掘調査より判

明している。改造は仏教伝来後、すなわち 7世紀頃に比

定されている。

ビルマ族による最初の統一王朝であるバガン朝 (1044-

1287)になると、王宮や僧院に、現在は失われた木造建

築の痕跡が確認されるほか、墜画やレリーフなどの図像

表現にも、様々な例が見られるようになる（図3,9)。

王宮に関しては、バガンではタモウッダリ王からチャ

ンシッター王までの間に、全4か所で7回の王宮造営が

行われた記録がある 5)。これまでの発掘調杏によって柱穴

や礎石が確認されており、特にチャンシッター王による

第7王宮址（ヤーザタン・ゼーヤボウン王宮）では、煉

瓦を井戸状に積んだ柱穴が規則的に並ぶ様子を見ること

ができる（図 4)。その底部には、砂岩製の礎石が据えら

れていた（図 5)。このように堅牢な柱穴がつくられた理

由は不明だが 6)、王宮の建設にあたり、地巾に柱を立てる

作業が如何に入念に行われたかをうかがわせる。文献史

料には、 1102年 3月3日に同王宮の柱礎石を据えたこ

とが記録されており尺定礎が重要な意味をもっていたこ

とがわかる。

他方、バガン朝後期の煉瓦造僧院には、木造建築が付

随していた痕跡を確認することができる。この時代より

僧院は東西を韮軸とし、東を正面とするのが常となるが、

東側前方に、現在は消失してしまった木造の拝殿が取り
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図 1 ベイタノー KKG9 平面図
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図2 ベイタノー KKG9 復原断面図
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